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１．研究開発の目的 

ドローンが普及している中、セキュリティ侵入や衝突落下事故といった安全性問題が浮き彫りつ

つある。屋外飛行に関しては、改正航空法による防止対策が実施されているが、屋内ではそのよ

うなルールは適用されていない。多くのドローン製品に関しては保護外装を装備することで、人間

と共存する環境でも安全に飛行できるといった工夫がなされているが、それによる飛行能力の低

下や物体接触時の飛行の不安定性といった課題が残っている。そこで、本プロジェクトでは、ハー

ドウェアレベル、飛行制御レベル、空中移動レベルの各段階に応じた安全性と安定性を両立させ

る設計を追及することで、誰もが安心して利用できる安全対応型の自律ドローンロボットプラットフ

ォームを実現する。 

 

 

２．研究開発の概要 

本プロジェクトで実現する人と“共存”できる安全なドローンプラットフォームにおいて、 コンパクト

な保護外装と環境変化への自律的な対応力が最も重要だと考え、三段階に分けて取り組んだ。 

1. ハードウェアレベルではプロペラの向きを任意方向に変えられ、さらに最適なコンパクト保護

外装を有するモジュール型ジンバル機構を提案し、設計製作を実施した。続いて、このモジュ

ールから構成されるクワッドタイプの新型ドローンを試作した。 

2. 飛行制御レベルに関しては、上述の試作機を用いて機体が空中で傾いた状態における安定

な飛行の制御方法を確立し、最大 30 度の傾き飛行を実現した。 

3. 空中移動レベルにおいては、物体と衝突した時の自律退避動作に取り組む、内蔵センサによ

る自動衝突検知と傾き飛行を用いた安全回避飛行を実現した。 

 

①成果 

研究開発目標 成果および達成度 

① モジュール外装型ジンバル機構を持つド

ローンロボットの試作：接触時の空中で

の機体傾斜飛行制御に必要となるプロペ

ラ向きを任意方向に操作できるモジュー

ル型ジンバル機構の設計製作と、4 つの

モジュールから構成されるクワッドタイプ

① コンパクトかつ飛行性能に影響しないモジュール

型保護外装と 2 個のサーボを利用したプロペラ向

きを任意方向に変更できるジンバル機構の実現

および 4 つのプロペラジンバルモジュールから構

成されるクワッドタイプのドローンロボットの完成 

達成度：120%(計画段階で予定していた試作を超



のドローンロボットの試作を行う 

② 機体傾斜時飛行制御法の確立と実機実

験：プロペラのジンバル機構による機体

傾斜状態での安定飛行の制御手法の確

立と機体の傾き角調整による外乱へのロ

バスト性の向上、ならびに実機飛行の実

現を行う 

③ 衝突検知と安全退避行動実現：内蔵力セ

ンサによる自動衝突検知と傾き飛行によ

る衝突後の安全退避行動の実現 

える新規性と有用性を備えた機構の実現) 

② プロペラジンバル操作による傾斜角最大 30 度下

での安定飛行の実現および、機体を傾かせる外

乱を自動検知し、さらにジンバル機構で傾き角度

を自動調整する機能の実現 

達成度: 70%(完全垂直状態を含む任意姿勢にお

ける安定飛行は未達成) 

③ 衝突シミュレーションにおいて、マネキンとの衝突

を自動検知し、さらに検知結果をもとに傾きなが

ら自律的に退避する飛行動作の実現 

達成度: 70% (軽い接触への対応は未達成) 

 

②今後の展開 

まず、博士課程修了までに本プロジェクトで明確になった課題に取り組む。具体的ハードウェアレベ

ルでは最適構造設計を施し、飛行制御レベルでは本プロジェクトでは実現し得なかった任意傾き角度

での安定飛行を実現し、さらに空中移動レベルでは環境との接触だけでなく、屋外の利用時の強風な

どの状況での姿勢傾斜飛行を実現する予定である。 

また、博士課程修了後にベンチャーの設立を考えており、Robotics X Future2016 で知り合った興味を

示したくれた企業とは継続的な対話活動を行い、さらには同じような展示会でのプレゼンターションや

デモストレーションを定期的に実施する予定である。 

 

 

３．平成 28 年 11 月時点での進捗内容 

 ・事業会社との共同研究に向け、実証実験や打合せなどを進めている。 

 ・起業に向けて、顧客企業候補の探索や競合技術調査を実施している。 

 

 

４．総合所見 

安全性の高いドローンの需要は大きく、重要かつ先進的な研究である。ほぼチームリーダーだけでの

チームだったにも関わらず、メンターとの面会を適宜行い、確実に展示会に向けた試作品開発を達成

している。具体的な市場を今後絞り込んでいくことを期待する。 

 

 

以上 

 


